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屋島を学ぼう
第    回1

　屋島の歴史・文化・
自然・景観等について、
専門家の講演や統計情
報等から学びます。

11月 18 日

屋島を探ろう
第    回2

　屋島の強み・弱みや
課題解決に向けた取組
アイデアについて、深
堀り、探求します。

11月 25 日

屋島を考えよう
第    回3

　課題解決に向けて、
自らの視点で、屋島活
性化プロジェクトを考
え、企画します。

12月 9日
ミライの

屋島を提案
第    回4

　企画した屋島活性化
プロジェクトを提案・
発表します。

12月 16 日
ミライの

しよう

屋島ミライ会議の流れ（全体スケジュール）

屋島はこれからどのように活性化していくべきか。
高松市のこれからを担う高校生が自分たちの目線で、

屋島の魅力と課題を見つめ直し、未来につながるアイデアを提案しました。
高校生が描いた “ミライの屋島” を紹介します。

高校生ミライ会議開催概要
　「屋島活性化基本構想」の改正に当たり、高松市のこれからを担う高校生のみなさんとともに屋島

の魅力や課題に触れながら”学び””考え””提案する”ワークショップを開催しました。

　ミライ会議は、屋島を学ぶことから始まり、段階的に理解を深めながら実践的な提案へ繋げられる

よう、「学ぶ時間」「探る時間」「考える時間」「提案する時間」の４つのステップで実施しました。

次のページからミライ会議の様子を紹介します！

対象　高松第一高等学校 ２年生理系コース 22 人※令和７年度
日程　第１回：令和７年 11月 18 日（火）
　　　第２回：令和７年 11月 25 日（火）
　　　第３回：令和７年 12月   9 日（火）
　　　第 4回：令和７年 12月 16 日（火）
時間　６限目・７限目で実施（途中 10分休憩）
場所　高松第一高等学校 地理教室
主催　高松市 観光交流課
協力　高松第一高等学校

地理教室から見える屋島地理教室から見える屋島
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　屋島の自然・歴史・文化・景観について講演や現状説明から学び、その後の屋島のマインド

マップづくりを通して、それぞれの気づきや感じたことを見える化（整理・共有）するワーク

を行いました。

第    回1 屋島を学ぼう

あいさつ・ガイダンス

屋島に関する講演

屋島の現状や特徴を知ろう

屋島のマインドマップを作ろう！

総括・あいさつ

＜＜第１回スケジュール＞＞

＜＜屋島のマインドマップ作成ワーク成果＞＞

講師：森 静家氏講師：森 静家氏

　屋島山上観光協会の元会長である森 静家氏に
ご講演頂きました

【講演内容】
・屋島の歴史や文化の特徴と価値
・屋島の地理と景観
・屋島観光と世界的な出来事
  との関わり
・これまでの取り組みと
　今後の期待　等

1B班 1D班 2E班

3C班 3E班 3I 班

自然豊か、生き物（たぬき・いのしし・
ハヤブサ・ネコ）、地形（安山岩・
メサ地形）瀬戸内海、景色が良い
（初日の出・有形・夜景）、運動不足
解消のランニングコース

屋島に何があるのかそんなに知らな
い、近い距離だけどあまり行かない、
見た目が台形で印象に残る、体育祭や
宿泊学習で利用

自然（サヌカイト・自然豊か）、歴史（血
の池・白村江の戦い・鑑真・屋島の戦
い）、デートスポット、「広い！飽きな
い！」、平べったい山、一高の体育館
の屋根の形が屋島を模している

景色がきれい（瀬戸内海・夕日・初日
の出）、カップルのデートスポット、
四国村（わら家うどん・かずら橋・古
民家たくさん）

20～ 30 代を見かけない、色々古そう、
道が混んでいる、高松市にいたらどこ
からでも見える

色々な動植物がいる、観光名所（四国
村・やしまーる・屋島寺・屋島水族館）、
体育や宿泊学習・遠足等で行く、周辺
の学校の校歌に「屋島」が入っている、
廃業している建物がある

※ワークで出された意見を原文のまま記載しています。また、次ページで各班が選択したテーマに係る意見を中心に掲載しています。

ワーク
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あいさつ・前回の振り返り

屋島の課題（テーマ）紹介

屋島の強み・弱みを探ろう！

活性化のアイデアを出し合おう！

各班の発表

＜＜第 2回スケジュール＞＞

＜＜屋島の強み・弱みを探る、活性化のアイデア提案ワーク成果＞＞

ミライ会議のテーマ

　５つのテーマに対する屋島の「強み」「弱み」を深堀り、５テーマごとの課題の解決に向けた

取り組みのアイデアを考えるワークを行いました。

第    回2 屋島を探ろう

①屋島のアクセス ②屋島観光の受入環境

④屋島の景観づくり ⑤北嶺の利活用

③屋島の観光コンテンツ

・シャトルバスがある
・３つもアクセス手段がある
・行きたい所にすぐに行けない
・空港からのアクセスが悪い

強
み
強
み

弱
み

✓シャトルバスの本数増加
✓屋島の景色のラッピングバス
✓直行便　✓フリーパス　等　

・旅館がある　・案奈所がある
・電車いす等のレンタル
・外国人が来やすい環境がまだまだ
・マップ、ベンチが少ない

強
み
強
み

弱
み

✓マップ作り（２D・３D対応、
　多言語化、　音声ガイド付き）
✓屋島博物館を作る　等

・歴史のある観光名所
・瀬戸内国際芸術祭との関わり
・イベント情報が少ない
・名物がない

強
み
強
み

弱
み

✓万人受けする観光スポット作り
✓やしまーるでの定期的なイベント
✓アトラクション　等　

・独特の地形　・美しい景観
・夕陽や日の出が綺麗
・廃屋が怖い、景観に合っていない
・一人で入りづらい

強
み
強
み

弱
み

✓グランピング　✓星を見る会
✓広場のような交流の場
✓写真を撮りたくなるようなもの等

・瀬戸内海等の景色が綺麗
・自然豊か　・穴場スポット
・認知度が低い　・アクセスが悪い
・魅力的な施設が少ない

強
み
強
み

弱
み

✓お土産開発（野生動物のキャラク
　ターグッズ、屋島形のクッキー）
✓北嶺への道　✓アスレチック　等

・施設がたくさんある
・ホームページや SNSが豊富
・どんな施設があるか分からない
・子供が楽しめるイベント情報が少ない

強
み
強
み

弱
み

✓野外ナイトシアター　✓天体観測
✓アートツアーやワークショップ
✓サヌカイトでものづくり体験　等

1B班

1D班2E班

3C班3E班

3I 班

各班で興味のあるテーマを選択し、深堀りました

ワーク

ワーク
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　第１回での学びや気付き、第２回での取り組み

アイデアを踏まえ、ミライの屋島を考えながら、

屋島活性化に向けた具体的で実現性のある

プロジェクトの企画をしました。

　次回の発表会に向け、グループで

意見を出し合いながら、タブレット

を用いて企画提案書を作成しました。

第    回3 ミライの屋島を考えよう
あいさつ・前回の振り返り

ミライの屋島を考えよう！

発表会のルール説明

＜＜第 3 回スケジュール（6・７限目）＞＞

　各班が企画した『屋島活性化プロジェクト』

を高松市及び屋島に関わりの深い方々に向け

た発表会を開催しました。

第    回4 ミライの屋島を提案しよう
あいさつ・事前準備

ミライの屋島を提案しよう！

全体講評・閉会あいさつ

＜＜第４回スケジュール（6・７限目）＞＞

プロジェクト名：シャトルバスプロジェクト
提案内容
・利用者のニーズに合わせて、高松駅と高松
   空港からの“直行便”と高松市内の観光地
   を巡る“観光周遊バス”を運行
・屋島のラッピングバスを作り“バス”その
  ものの魅力を向上
・屋島のことを SNSで宣伝するとバスの運賃
   割引
実施による効果
・日本人観光客、外国人観光客、若い世代の
　ニーズに対応した移動手段の確保
・バスによる移動自体を観光の目的となり、
　観光客の増加

プロジェクト名：やしまっぷを作ろう！
提案内容
（海外観光客や高齢者も利用しやすい アプリ）
・現在地やトイレの状況をリアルタイム発信
・施設案内の音声ガイド
・お気に入りの場所の登録
（利便性とデザイン性の優れたベンチ）
・屋島形のベンチ
・ウッドデッキや植栽で写真映え
実施による効果
・屋島の観光がより楽しく、より便利になる
・国籍、幅広い世代の観光客が増える
・イベントの周知がしやすくなり、地域の人々
  とのつながり作りや周辺地域の活性化に
  繋がる

（テーマ①屋島のアクセス）

屋島活性化プロジェクトの提案

（テーマ②屋島観光の受入環境）

ワーク

プレゼン
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※各プロジェクトの提案内容及び資料の著作権は、作成した高松第一高等学校の生徒に帰属します。

ミライ会議に参加・ご協力頂いた皆さま、誠にありがとうございました。

提案内容
・若者をターゲットにナイトシアターを実施
・キッチンカーとレジャーシートで
   ピクニックのような雰囲気に
・夜間のシャトルバスの運行
・ポスターによる宣伝
・クラウドファンディングの活用により費用
  を集めるつつ、宣伝効果に
実施による効果
・プロジェクトの実施により、若者が多く
   訪れることで、屋島をもっと活性化

プロジェクト名：Yashima PONPOKOシネマ

プロジェクト名：朽ちた家、輝く場所へ。
提案内容
・廃屋を解体し、グランピング施設
　（屋島形のドーム）とする
・若者や屋島の廃屋に暗い印象を持って
   いた人たちの屋島への関心を集める
・山上から日の出や星空を見渡す
実施による効果
・観光客が増えることで、 地域の人との
  交流が生まれ、活性化につなげる
・廃屋を解体することで、怖さを軽減し、
  入りやすくする
・若者達が興味を持つことで、観光客の
  年齢層を広げる

プロジェクト名：北嶺ジオリトリートプロジェクト

提案内容
・海が見える森のカフェテラス
・グランピング、ハイキングコースの整備
・北嶺の大自然や地質学的な特徴を体験
   しながら、心身を癒し、自分と向き合う
   リトリート（休息の旅）を提供
実施による効果
・屋島の自然を体験し、屋島の良さを知って
   もらうことで、もう一度屋島に訪れたいと
   思ってもらう
・認知度UPと観光客の増加により屋島と
   香川県全体の活性化

 　各プロジェクトについて、森 静家氏とやしまーる館長の中條 亜希子氏に全体講評を頂きました。
　ナイトシアターはやしまーるで
実施したことがあるが、若者に需
要があるということで自信がつい
た。また、提案して頂いた「海が
見える森のカフェテラス」はナイ
スアイディアだと思った。

　直面している課題に対して、やしまー
るができただけでは解決できないことも
いろいろある。みんなが提案したことを、
10年後には実現してほしい。
　また、今回のワークショップを機に、
自分事としてほしい。森 静家氏森 静家氏 中條 亜希子氏中條 亜希子氏
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（テーマ③屋島の観光コンテンツ）

（テーマ④屋島の景観づくり）

（テーマ⑤北嶺の利活用）


